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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は
、
婦
人
会
活
動
に
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
天
理
教
婦
人
会
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
年
で
す
。
こ
の
ま
た
と
な
い
旬
に
婦
人

会
本
部
で
は
、
左
記
の
活
動
方
針
を
お
打
ち
出
し
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

成
人
目
標

ひ
な
が
た
を
た
ど
り

陽
気
ぐ
ら
し
の
台
と
な
り
ま
し
ょ
う

活
動
方
針

元
を
た
ず
ね

ご
恩
報
じ
の
日
々
を

一
、
原
典
、
教
祖
伝
に

を
や
の
お
心
を
学
び
ま
し
ょ
う

一
、
実
の
よ
う
ぼ
く
に
育
ち
、
育
て
ま
し
ょ
う

百
万
会
員
を
目
指
し
て
一
人
が
二
人
の
会
員
を
ご
守
護
頂
き
ま
し
ょ
う
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創
立
百
十
周
年
の
年
に
あ
ら
た
め
て
創
立
の
思
召
に
た
ち
か
え
り
、
原
典
、
教
祖
伝
を
繙
い
て
親

神
様
、
教
祖
の
お
心
を
学
び
、
ま
ず
は
自
ら
が
ひ
な
が
た
を
日
々
た
ど
ら
せ
て
頂
く
努
力
を
し
、
よ

う
ぼ
く
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
縁
あ
る
方
々
が
実
の
よ
う
ぼ
く
へ

と
育
つ
よ
う
心
を
配
っ
て
丹
精
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
十
九
日
に
は
、
天
理
教
婦
人
会
創
立
百
十
周
年
記
念
第
百
二
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
創

立
百
十
周
年
へ
向
か
っ
て
会
員
決
起
の
集
い
を
開
催
し
て
、
会
員
相
互
の
成
人
を
目
指
し
、
記
念
総

会
へ
の
帰
参
を
申
し
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
総
会
を
次
代
へ
繋
げ
て
い
く
大
切
な
機
会
と

捉
え
、
尚
一
層
、
婦
人
の
徳
分
・
役
割
を
生
か
し
て
、
声
掛
け
に
力
を
入
れ
、
旭
日
に
つ
な
が
る
方

々
が
、
大
勢
お
ぢ
ば
に
お
帰
り
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

記
念
総
会
で
は
、
婦
人
会
長
様
よ
り
女
性
に
と
っ
て
大
切
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

親
の
声
は
「
声
は
肥
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
心
の
お
土
産
を
頂
戴
出
来
る
と
存
じ
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
勇
ん
で
歩
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
糧
を
多
く
の
方
と
共
々
に
頂
戴
い
た
し
た
い
上
か
ら
、
皆
様
方

に
は
例
年
に
も
増
し
て
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

立
教
百
八
十
三
年

元
旦

婦
人
会
旭
日
支
部
長

岡
本

道
子



立
教
一
八
三
年(

令
和
二
年)

婦
人
会
例
会
の
行
事
と
役
割
表

行

事

扈

者

賛

者

お

話

行

事

扈

者

賛

者

お

話

松
田

和
代

八
つ
の

庄
司

典
子

八
つ
の

月

創
立
一
一
〇
周
年

関

薫

ほ
こ
り

月

森
下
由
紀
子

ほ
こ
り

記

念

総

会

の

南
本
サ
ツ
エ

「
か
わ
い
」

南
本
サ
ツ
エ

「
こ
う
ま
ん
」

２

記
念
品
作
り

森
下
由
紀
子

南
本
サ
ツ
エ

８

田

せ
つ

辻

左
知
子

山
村

美
恵

藤
井

綾
子

岩
﨑

初
代

八
つ
の

南
本
サ
ツ
エ

月

創
立
一
一
〇
周
年

岡
本

愛

ほ
こ
り

月

奥
村
は
る
恵

記
念
総
会
の

村
井

明
子

「
う
ら
み
」

母
親
講
座

生
駒
恵
美
子

３

記
念
品
作
り

前
田

理
恵

生
駒
恵
美
子

９

前
田

理
恵

庄
司

英
美

山
﨑
さ
と
え

辻

左
知
子

岩
﨑

初
代

月

本

部

奥
村
は
る
恵

月

岡
本

愛

ひ
の
き
し
ん

藤
井

綾
子

０

神
名
流
し

辻

左
知
子

４

（
階
下
）

坂
本
み
さ
子

１

松
田
よ
し
子

生
駒
恵
美
子

坂
本
み
さ
子

村
井

明
子

八
つ
の

村
井

明
子

月

田

せ
つ

ほ
こ
り

月

本

部

生
駒
恵
美
子

子
ど
も
の
日

木
村

昌
子

「
は
ら
だ
ち
」

１

ひ
の
き
し
ん

庄
司

典
子

５

岡
本

愛

前
田

理
恵

１

森
下
由
紀
子

山
村

美
恵

木
村

昌
子

辻

左
知
子

八
つ
の

岩
﨑

初
代

月

創
立
一
一
〇
周
年
記
念

坂
本
み
さ
子

ほ
こ
り

月

大
教
会

山
﨑
さ
と
え

第
一
〇
二
回
総
会

松
田

和
代

「
よ
く
」

２

ひ
の
き
し
ん

庄
司

英
美

６

ふ
り
か
え
り

奥
村
は
る
恵

奥
村
は
る
恵

１

田

せ
つ

庄
司

英
美

関

薫

庄
司

典
子

松
田

和
代

月

大
教
会

岡
本

愛

月

立
教
一
八
四
年

岡
本

愛

ひ
の
き
し
ん

木
村

昌
子

新
年
会

藤
井

綾
子

７

前
田

理
恵

１

松
田
よ
し
子

関

薫

山
﨑
さ
と
え



立

教

一

八

三

年

婦

人

会

例

会

鳴

物

当

番

表

令

和

二

年

二

月
（

水

）

三

月
（

木

）

四

月
（

日

）

五

月
（

火

）

六

月
（

金

）

七

月
（

日

）

前

後

前

後

よ

ろ

づ

よ

後

前

後

前

後

前

後

地

方

城

久

櫟

本

大

倭

鷲

尾

十

津

川

直

轄

櫟

本

天

満

大

野

美

〃

城

久

櫟

本

大

倭

鷲

尾

十

津

川

直

轄

櫟

本

天

満

大

野

美

笛

城

久

櫟

本

大

倭

鷲

尾

十

津

川

直

轄

櫟

本

天

満

大

野

美

チ

ャ

ン

ポ

ン

城

久

旭

道

大

倭

旭

道

朝

和

照

直

轄

磯

城

旭

乃

井

西

紀

拍

子

木

城

久

旭

道

纒

向

旭

道

朝

和

参

直

轄

磯

城

旭

乃

井

西

紀

太

鼓

城

久

旭

道

大

牧

旭

道

朝

和

直

轄

磯

城

戒

場

十

津

川

す

り

鉦

日

川

原

旭

道

竹

ノ

宮

旭

道

朝

和

紙

直

轄

磯

城

戒

場

十

津

川

小

鼓

日

川

原

旭

道

竹

ノ

宮

旭

道

櫟

本

別

直

轄

磯

城

戒

場

十

津

川

琴

斑

鳩

朝

和

十

津

川

旭

波

櫟

本

直

轄

家

城

天

與

十

津

川

三

味

線

斑

鳩

朝

和

十

津

川

旭

波

櫟

本

直

轄

家

城

天

與

十

津

川

胡

弓

斑

鳩

朝

和

十

津

川

日

川

原

櫟

本

直

轄

家

城

天

與

十

津

川

八

月
（

水

）

九

月
（

土

）

十

月
（

月

）

十

一

月
（

木

）

十

二

月
（

土

）

令

和

三

年

一

月

(

土

)

前

後

前

後

前

後

よ

ろ

づ

よ

後

前

後

前

後

地

方

斑

鳩

天

與

家

城

朝

和

直

轄

十

津

川

城

久

高

天

吉

日

神

菅

朝

和

〃

斑

鳩

天

與

家

城

朝

和

直

轄

十

津

川

城

久

高

天

吉

日

神

菅

朝

和

笛

斑

鳩

天

與

家

城

大

牧

直

轄

十

津

川

城

久

高

天

吉

日

神

菅

朝

和

チ

ャ

ン

ポ

ン

櫟

本

大

倭

家

城

朝

和

櫟

本

朝

和

磯

城

高

天

直

轄

大

倭

朝

和

拍

子

木

櫟

本

大

倭

家

城

西

紀

櫟

本

朝

和

磯

城

高

天

直

轄

大

倭

吉

日

太

鼓

櫟

本

日

川

原

家

城

西

紀

櫟

本

朝

和

旭

波

竹

ノ

宮

直

轄

大

倭

吉

日

す

り

鉦

櫟

本

日

川

原

家

城

纒

向

櫟

本

家

城

旭

波

竹

ノ

宮

直

轄

大

倭

吉

日

小

鼓

櫟

本

神

菅

磯

城

纒

向

櫟

本

家

城

旭

波

竹

ノ

宮

直

轄

大

倭

旭

道

琴

吉

日

神

菅

磯

城

大

牧

直

轄

大

野

美

天

満

鷲

尾

戒

場

日

川

原

城

久

三

味

線

吉

日

神

菅

磯

城

大

牧

直

轄

大

野

美

天

満

鷲

尾

戒

場

日

川

原

城

久

胡

弓

吉

日

神

菅

磯

城

大

牧

直

轄

大

野

美

天

満

鷲

尾

戒

場

日

川

原

城

久
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《令和２年度 月次祭託児ひのきしん役割表》

月 係 員 教 会（各１名）
2月(月・祝) ◎木村 美穗 山村 珠美 櫟 本 天 與
3月(火) ◎南本のぞみ 辻 花子 斑 鳩 日川原
4月(金) ◎美田 輝代 松田菜津美 戒 場
5月(日) ◎岩﨑真理子 松田美左与 鷲 尾
6月(水) ◎岡本ます美 大野美
7月(金・祝) ◎村井みちよ 南 ともみ 家 城 旭 道 天 満
8月(月) ◎岩﨑 千鶴 岩﨑友輝恵 直 轄 十津川 増 田
9月(木) ◎山村 千絵 大 倭 竹ノ宮
10月(土) ◎前田理恵(姉) 松田 朱里 神 菅
11月(火) ◎宮田 理紗 奥田 裕美 朝 和 大 牧
12月(木) ◎村井 佳苗 田中もとこ 城 久 旭乃井
令和3年 ◎庄司 恵理 栗栖 恵美 高 天 纏 向
1月(日)

◆ 託児の時間は２４日午前９時１５分より祭典終了後までですが、昼食前に託児室

の片付けもよろしくお願いします。尚、◎の方が責任者になります。午前９時に

は託児室にお越し下さい。ひのきしん者の方は９時１５分にお越し下さい。
◆ 万一都合の悪い方は個人交渉にて代わって下さい。

係 松田和代 080-3661-4197 庄司典子 090-9094-0724

生駒恵美子 090-6975-6597 森下由紀子 090-9253-4318

《令和２年度 月次祭炊事当番表》

月 係 員 炊事当番
2月(月・祝 ) ○松田 浩美 松田 梅乃 竹ノ宮 大 倭 纏 向・大 牧
3月(火) ○庄司裕美子 松田さゆり 櫟 本 旭 道 旭 波
4月(金) ○西岡 旬子 柳瀬 清美 磯 城 城 久 高 天
5月(日) ○大矢 里恵 松田 直美 天 満 西 紀 家 城
6月(水) ○奥田冨美恵 堺 はつみ 十津川 朝 和 纏 向・大 牧
7月(金・祝 ) ○西岡美千代 山村 信子 直 轄 磯 城 櫟 本 増 田
8月(月) ○岩﨑美津子 松田 文世 城 久 大 倭 旭乃井

10月(土) ○藤井 優子 東田由起子 神 菅 戒 場 斑 鳩
11月(火) ○松浦 葉子 田中 盛子 家 城 鷲 尾 日川原

俣野 絹子
12月(木) ○杉本かおり 枡田 道代 直 轄 天 満 朝 和
令和3年 ○山本ひとみ 杉本 幸 十津川 櫟 本 旭 道 旭陽都
1月(日)

◎ 炊事当番

集合時間 係員(２名)…午前９時００分 会員(各教会３名)…午前９時１５分

場 所 ３号館１階食堂

※ なお、都合の悪い方は、個人で代わって頂いて木村昌子まで

必ずご連絡下さい。TEL（0745-92-2512）



令和２年 婦人会旭日支部行事予定

月 日 行 事

１月 ９日 例 会・新年会

28日 天理教婦人会創立記念の日

２月 ５日 例 会・大教会ひのきしん

25日 旭日支部第４７回委員部長講習会

３月 ５日 例 会・大教会ひのきしん

４月 ５日 例 会・本部ひのきしん

18日 パレード「パワー結集！よろこびのパレード」観覧

19日 天理教婦人会創立１１０周年記念第１０２回総会

５月 ５日 例 会

5日~6日 こかん様に続く会

31日 婦人会旭日支部第８７回総会

６月 ５日 例 会・創立１１０周年記念第１０２回総会ふりかえり

７月 ５日 例 会・大教会ひのきしん

25日 夏のこどもおぢばがえりひのきしん

~8/2
８月 ５日 例 会

26日 委員部長後継者及び教会子弟夫人講習会

30日 委員部長女鳴物勉強会

９月 ５日 例 会・母親講座

10月 ５日 例 会・神名流し

11月 ５日 例 会・本部ひのきしん

29日 若人の集い（旭日女子青年、茜の会、さくら会）

12月 ５日 例 会・大教会ひのきしん

・教祖祭・婦人会例会は毎月５日です。（１月は９日）



婦人会伏せ込みひのきしんのご案内

◆婦人会創立１１０周年の意義ある年に、女性の徳分を生かし、心を込めて積極的にひのきしんに励ませ　

　て頂きましょう。

◆婦人会では、毎月大教会において

　６日、11日、２０日、２８日（午前9：30～11：30）に伏せ込みひのきしんをさせて頂いております。

◆上記以外の日にちでも伏せ込みひのきしんは出来ます。その際は事務所カウンターにひのきしんノート

　がございますのでどんなひのきしんをしたか記入して頂ければ、次の方に繋ぐことが出来ます。

◆ひのきしん出来ます方は、ひのきしん係　庄司英美　までお知らせ下さい。（大教会0743-63-1324）
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